
主目的 7 31 2

副目的

款 項 目 大 中

○

無

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

678

費用合計

1.00

人件費

従事者数

人件費

従事者数

1.10

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

市政懇談会では市民と市長が市政についてに直接対話したり、市内１２施設に設置した
ファクシミリや市ホームページを活用した市民の声や市政モニター（平成２０年度からは
インターネットによるアンケート方式に変更）などにより意見を聴取する。また頂いたご意
見について市政への反映を検討し、その結果を伝えることにより行政の信頼を得ていく
ものである。

・市政懇談会　　　　　　　　年一回開催
・市民の声受付件数　　　　２８７件
・市政モニターアンケート　年４回実施

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

市民参加・市民協働による開かれた市政を目指し、より多くの市民の意見を聞き、その
実現を図る。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 1 10

行政経営

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

情報の共有化

2

名称：　　　　

4 1

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

広聴事業

007

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

市長公室

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

6,624

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

6,624

6,043

106.3

6,424

その他財源

791

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

1.05

6,424

0

0

担当係

事業類型

姿勢情報の発信と市民の意見を聴く機会を充実する

一般会計

地域住民組織

5,9015,365 5,633

Ｈ22決算額

723

0

6,043

0.00

対前年比

協働推進課

広聴係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

市民からの意見を聴くことができなくなることは、多様化する市民ニーズを市政運営に反
映させることや、行政への積極的な参加を促すことができなくなるとともに、市民が意見
や要望を行政に伝える機会を失うことになるため、行政にとっても市民にとっても影響は
大である。

判定理由

市が実施(改善が必要)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

市民ニーズを把握するため、タウンミーティングの開催方法など、他市の状況等を調査
研究する。

従来の市政懇談会の他、タウンミーティングの開催など、新たな手法を取り入れて、市
民のニーズを把握していく必要がある。

市政モニター

市民の声ファクシミリ設置

事業目的の
達成状況

市民モニターや市長と語る会により市民参加・協働の機会を設け、また、市内１２カ所に
ファクシミリを設置し市民の声を聴く体制を整備することにより、市民の意見が市政運営
に役立てられている。
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306

市長と語る会参加者 人
50

51

― ―

4

業
　
　
　
　
績

件
成
果
指
標

市民の声

活
動
指
標

活動指標名

H21

54

287

12

―

5050

H23

4

H22

H23H22

4

12

44

判　　　定

H21

台

回
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